
鋼矢板・鋼管矢板の場合鋼管杭の場合

パテタイプ防食材による本工法の概要
本工法は厳しい腐食環境に曝される港湾・河川鋼構造物の、新設および既設の防食・補修工法として開発されました。
水中で施工せざるを得ない鋼構造物の長期防食のためにパテタイプの水中硬化形防食材を用い、潜水士が鋼構造物表面に
手作業（ウェットハンド法）で被覆します。
本工法は水中・気中問わずいかなる形状の鋼構造物でも適用できるので、多くの港湾・河川鋼構造物で採用され、その信頼
性により高い評価を得ています。

パテタイプだからできる本工法の特長

施工フロー（既設鋼構造物の例）

水中施工形被覆工法 パテタイプ

【素地調整】

【標準仕様】

【防食材被覆】

水中施工形被覆工法 パテタイプ水中施工形被覆工法 パテタイプ

●鋼管杭や鋼矢板・鋼管矢板など、形状・突起などの付属物による制限が無い。
●手作業により容易に水中施工が可能。
●新設・既設ともに施工・補修が容易。
●圧着作業性が良く、鋼材との接着性も良好。

工程

素地調整

防食被覆

仕様
ISO Sa21/2以上
（ブラスト処理）

防 食 材: パテタイプ
塗 布 量： 11～12kg/m2

被覆厚さ： 5mm

施工条件等により、被覆の厚さを変更できます。

防食被覆完了ブラスト処理完了付着物除去完了

パテタイプ防食材
塗布量：11～12kg/m2
被覆厚：5mm

被覆対象鋼材
素地調整：ISO Sa21/2以上

被覆対象鋼材

付着物除去
施工面に付着した貝などの付着物を除去する。

ブラスト処理
ブラスト処理を行い、さびを除去すると共に
アンカーパターンを設ける。

防食材圧着
防食材を所定の厚さで圧着し、防食層を被
覆する。

複雑な形状でも長期防食



パテタイプ
防食材
被覆範囲

パテタイプ
防食材
被覆範囲

本工法は、1985年から茨城県神栖市の国立研究開発法人海上・
港湾・航空技術研究所港湾空港技術研究所との共同研究として、
波崎海洋研究施設の桟橋
鋼管杭において暴露試験を
継続しております。
厳しい腐食環境において
20年程度は、ほとんどの
施工部で腐食が見られず、
健全であることが確認され
ております。

1  20年以上にわたる実績

2  パテタイプによる本工法の施工事例
国立研究開発法人　海上・港湾・航空技術研究所

港湾空港技術研究所波崎海洋研究施設

※出典：港湾空港技術研究所資料No.1123
鋼管杭の防食工法に関する現地試験
（20年目の中間報告）

岸壁鋼矢板への施工例

【鋼矢板施工例】

鋼矢板被覆状況（水中）

橋梁基礎への施工例 桟橋鋼管杭への施工例 鋼管杭被覆状況（水中）

【橋梁基礎施工例】 【鋼管杭施工例】

パテタイプによる本工法の実績

20年経過時点の状況

岸壁鋼矢板や橋梁基礎、桟橋鋼管杭など全国の様々な港湾・河川において採用され、
その実績が認められています。
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